






要　約　本稿は許可に関わる英語口語表現についての考察である。本稿の目的は，“May I ～ ?”に込められ
る［許可］［依頼］［提案］という 3 つの意図とその応答，話し手の行動についての許可を相手に求めるとき
に使われる“Can I ～ ?”と“May I ～ ?”の相違，相手の行動についての許可を示すときに使われる“You 
can ～”と“You may ～”の相違，相手に手助けを申し出るときに使われる“May I help you?”/“Can I 









第 2 章では“May I ～ ?”に込められる意図とその応答




と“May I ～ ?”への応答として用いられる“Go ahead.” 
/“Sure.”/“Certainly .”/“Yes, of course.”/“Thank 
you.”/“Yes, please.”にはどのような関連があるのだろう 
か。
第 3 章では“Can I ～ ?”と“May I ～ ?”の相違につい




I ～ ?”は“May I ～ ?”の同意表現になるが，ニュアンス
や用いられる状況において両者にはどのような違いがある
のだろうか。
第 4 章では“You can ～”と“You may ～”の相違につ 
いて論じる。“You can ～”は“You may ～”と同じよう
に you の行動を許可するときに使われることがある。こ




“May I help you?”/“Can I help you?”/“What can I do 
for you?”/“How may I help you?”/“How can I help 
you?”について論じる。“May I help you?”/“Can I help 
you?”は“May I ～ ?”（私は～してもいいですか）/“Can 
I ～ ?”（私は～できますか）という疑問文であり，“What 
can I do for you?”/“How may I help you?”/“How can I 




2. ［許可］［依頼］［提案］を意図する“May I ～ ?”
に関して




の“May I ～ ?”に込められる 3 つの意図について［ref.1］
にまとめる。
［ref.1］ “May I ～ ?”に込められる 3 つの意図
① ［許可］「私は（私のために）～してもいいですか」
 “May I ～ ?”は「私が（私のために）～してもいい
ですか」という［許可］を意図することがある。この［許
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［ref.2］①から⑥は“May I ～ ?”に込められる意図によっ
て“May I ～ ?”への自然な応答になることもあれば，“May 
I ～ ?”への自然な応答にならないこともある。以下では
会話例を見ながら“May I ～ ?”に込められる意図と応答
との関連を具体的に検証する。
［ex.1］（1）で A は B に“Mr Smith, may I ask a personal 
question?”と言って個人的な質問をしていいかどうか尋
ねている。この“May I ～ ?”は「私は～してもいいですか」
という話し手の行動についての［許可］を意図して使われ
ている。
［ex.1］（2）で B は“Sure.”と応えている。これは A の
行動についての許可を示す応答であり，この応答を受けて
A は［ex.1］（3）で“What do you do?”と尋ねている。




of course.”は自然な応答になり，“Thank you.”/“Yes, 
please.”は自然な応答にならない。これは［ex.1］（1）の“May 
I ～ ?”に［許可］の意図が込められているため，つまり，







































［ex.1］ A と B は知り合って間もない者同士。A は個人
的な質問を B にしようとしている。
A：⑴ “Mr Smith 3），may I ask a personal question?”
 「スミスさん，個人的な質問をしてもいいですか」
B：⑵ “Sure. What is it?”
 「いいですよ。何ですか」
A：⑶ “What do you do?”
 「どんな仕事をなさっているのですか」






［ex.2］（3）で客はウェイトレスに“May I have a glass 
of water, please?”と言って，水を持って来るように頼ん
でいる。ここで客がウェイトレスに“Would you give me 







“May I ～ ?”が［依頼］を意図して使われて相手がそれ
を受け入れた場合には，「相手が話し手のために」行動す
ることになる。
［ex.2］（4） で“Certainly.”/“Sure.”/“Yes, of course.”





［ex.3］（1）でポーターは客に“May I give you a hand 
with your luggage?”と言って，客のために荷物を運ぶこ
とを申し出ている。ここでポーターが客に“Shall I give 
you a hand with your luggage?”（お荷物をお手伝いしま
しょうか）と言っても伝わる内容は同じである5）。したがっ














“May I ～ ?”に込められる 3 つの意図と応答との関連
を［ref.3］にまとめる。［ref.3］において［許可］「私は（私
のために）～してもいいですか」は“May I ～ ?”によっ
て話し手のための話し手の行動についての許可を求める場
合，［依頼］「あなたが（私のために）～してくれませんか」
は“May I ～ ?”によって話し手のために相手の行動を依
頼する場合，［提案］「私が（あなたのために）～しましょ
うか」は“May I ～ ?”によって相手のために話し手の行
動を提案する場合を示している。また，［ref.3］において
○はそれぞれの場合において“May I ～ ?”への自然な応


























ポーター：⑴ “Welcome to the Green Hotel, sir. May 
I give you a hand with your luggage?”
 「グリーンホテルへようこそ。お荷物をお
手伝いしてもよろしいでしょうか」
客　　　：⑵ “Oh, thank you.”
 「ああ，どうもありがとう」













①“Go ahead.” ○ ― ―
②“Sure.” ○ ○ ―
③“Certainly.” ○ ○ ―
④“Yes, of course.” ○ ○ ―
⑤“Thank you.” ― ― ○















3. ［許可］［依頼］［提案］を意図する“Can I ～ ?”
に関して
［ex.1］（1）や［ex.2］（3）や［ex.3］（1）で“May I ～ ?” 
の代わりに“Can I ～ ?”を使って“Mr Smith, can I ask 
a personal question?”や“Can I have a glass of water, 
please?”や“Can I give you a hand with your luggage?”




この点で Can I ～ ?”は“May I ～ ?”と同意表現になるが，
ニュアンスと用いられる状況において両者にはどのような
違いがあるのだろうか6）。
“Can I ～ ?”と“May I ～ ?”の基本的なニュアンスの
相違を［ref.4］にまとめる。
以下では“Can I ～ ?”と“May I ～ ?”が用いられる会
話例を見ながら両者が用いられる状況の相違を具体的に検
証する。
［ref.4］ “May I ～ ?”と“Can I ～ ?”のニュアンスの相違









きに使われることがある7）。この意味の“Can I ～ ?”
は現代的であるため，“May I ～ ?”よりも軽くてや
わらかく，“May I ～ ?”にない親しみがある。
［ex.4］（1） で Steve は George に“Can I borrow this 
pen, George?”と言っている。これに対して George は“Yes, 
of course.”と応えている。このように軽くてやわらかな
“Can I ～ ?”を使えば，“May I ～ ?”にない親しみが込
められる。
［ex.4］（1）のような状況では“May I ～ ?”を使って 
“May I borrow this pen, George?”のように言うことは
“Can I ～ ?”を使う場合よりも少ない。これは親しい関係
にある友人や家族に対して正式な“May I ～ ?”を使えば，
よそよそしい他人行儀な話し方をしていることになってし
まうためである。
［ex.5］（2） で B は A に“May I speak to Mr White, 
please?”と言っている。このような電話での会話で話
したいと思っている人の名前を告げるときには，“May I 








［ex.5］（2）で“May I speak to Mr White, please?”と
言えば，二つの点で礼儀正しい話し方をしていることにな
る。一つは正式な“May I ～ ?”を使っている点であり，
もう一つはかたい響きのある“speak to ～”を使ってい
る点である8）。一方，“Can I speak to Mr White, please?”
［ex.4］ Steve と George の 会 話。Steve と George は 親
しい友人同士。Steve は George からペンを借り
ようとしている。
Steve ：⑴ “Can I borrow this pen, George?”
  「このペンを借りてもいい，ジョージ？」
George ：⑵ “Yes, of course.”
  「いいよ，もちろん」
［ex.5］ A と B の電話での会話。B が SJS という会社に
電話をかけ，その電話に A が出たところ。A と
Mr White は SJS の社員。B と Mr White は仕事
関係での知合い同士。A と B は名前も顔を知ら
ない他人同士。
A：⑴ “SJS. Thank you for calling.”
 「SJS です。お電話ありがとうございます」
B：⑵ “This is Miss Thompson speaking. May I 
speak to Mr White, please?”
 「ミス・トンプソンと言います。ホワイトさんは
いらっしゃいますか」




なる。これはやわらかな“Can I ～ ?”とかたい響きのあ
る“speak to ～”を組み合わせて使っているためである。







“Can I ～ ?”は話し手と親しい関係にない「他人・知人」
に対して使われることもあれば，話し手と親しい関係にあ
る「友人・家族」に対しても使われることもある。これは
軽くてやわらかな“Can I ～ ?”を使えば，相手が誰であっ
ても親しみのある言い方になるからである。
“May I ～ ?”は正式でかたい響きがある。そのため，
主に話し手と親しい関係にない「他人・知人」に対して使
われることが多く，話し手と親しい関係にある「友人・家




［ex.2］（3）“May I have a glass of water, please?”や
［ex.5］（2）“May I speak to Mr White, please?”では，“May 
I ～ ?”が名前のわかっていないウェイトレスや姿の見え
ていない電話の相手に対して使われている。また，これか
ら 見 る［ex.8］（1）“May I leave now?” や［ex.10］（1）
“May I help you, madam?”では，“May I ～ ?”が目上に
当たる教師や見知らぬ他人である老婦人に対して使われて





また，［ex.1］（1）“Mr Smith, may I ask a personal 
question?”では“May I ～ ?”が“Mr Smith”という last 
name による呼びかけとともに使われ，［ex.4］（1）“Can I 
borrow this pen, George?”では“Can I ～ ?”が George
という first name による呼びかけとともに使われている。
これは“May I ～ ?”に last name による呼びかけに似た
正式でかたい響きがあり，“Can I ～ ?”に first name や
nickname による呼びかけに似た気軽でやわらかな響きが
［ref.5］ “May I ～ ?”と“Can I ～ ?”が使われるときの
相手の相違
他人・知人 友人・家族
“May I ～ ?” 〇 △
“Can I ～ ?” 〇 〇
あるためである。このことから考えれば，last name で呼
びかけるほど礼儀正しい話し方をする必要のある相手に対
しては“May I ～ ?”が使われ，first name や nickname
で呼びかけるほど親しみを込めて話したいと思う相手に対
しては“Can I ～ ?”が使われると言うこともできる。







［ref.6］に“You can ～”と“You may ～”のニュアン
スの相違をまとめる。
以下では“You may ～”と“You can ～”が用いられ
る会話例をみながら両者の相違を具体的に検証する。
［ex.6］（3）で A は B に“How many books can I borrow 
at this library?”と言って図書館で何冊本を借りることが
できるのか尋ねている。これに対して［ex.6］（4）で B は
［ref.6］ “You may ～”と“You can ～”のニュアンス























B：⑷ “You can borrow up to six books.”
 「6 冊まで借りることができます」
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“You can borrow up to six books.”と言って 6 冊まで借
りられることを伝えている。







can ～”は you で一般の anyone（人）を指して誰にでも
適用される社会的な規則を示していることになる。
［ex.6］（4）や［ex.7］（3）では“You may ～”を使って“You  






















［ex.8］ 小学校の職員室での会話。Mike は小学生，Miss 
Green は Mike の 担 任 の 教 師。Miss Green が
Mike を呼んで宿題を忘れないように注意したと
ころ。
Mike：⑴ “May I leave now?”
 「もう行ってもいいですか」
Miss Green：⑵“Mike, never forget your homework 





Miss Green：⑷“OK. You may leave.”
［ex.8］（1）で Mike は Miss Green に“May I leave now?” 
と言っている。これに対して Miss Green は二度と宿題を
忘れないように注意してから，［ex.8］（4）で“OK. You 
may leave.”と言って Mike が立ち去ることを許している。
［ex.9］で Marcus と Ben は友人同士である。［ex.9］（2） 







の“You can ～”は you で Marcus や Mike という相手を
指して，相手の個人的な行動についての許可を示している
ことになる9）。
















［ex.9］ Ben の家での会話。Marcus と Ben は友人同士。
窓を開けていいかどうか Marcus が Ben に尋ね
ているところ。
Marcus ：⑴ “Ben, can I open the window? It’s a little 
bit hot in here, isn’t it?”
  「ベン，窓を開けてもいいかな。ここはちょっ
と暑いよね」
Ben ：⑵ “Yes, it’s all right but I don’t think it’s 
such a good idea, Marcus. Bugs will come 










導かれる“You（君は）can turn on the air conditioner（エ
ア・コンディショナーを作動させることができる）”とい
う客観的な状況判断を冷静に伝えていることになる。
一方，［ex.9］（2）では“You can ～”の代わりに“You 
may ～”を使って“You may turn on the air conditioner 
if you want.”と言うことは一般にない。これは話し手と






ここまで論じてきた“You may ～”と“You can ～”
における you の示す対象の相違と表される内容の相違を
［ref.7］にまとめる。［ref.7］において“you＝anyone”［社




























“You can ～” 〇 〇
“You may ～” ― △
5. “May I help you?”と“What can I do for you?” 
などに関して
話し手が相手へ手助けを申し出るとき，“May I help 
you?”/“Can I  he lp  you?”/“What  can  I  do  f o r 
you?”/“How may I help you?”/“How can I help you?”
と言うことがある。“May I help you?”や“Can I help 
you?”は「お手伝いしましょうか」，“What can I do for 
you?”は「あなたのために何ができますか」，“How may 




［ref.8］に“May I help you?”/“Can I help you?”/“What 
can I do for you?”/“How may I help you?”/“How can I 
help you?”のニュアンスをまとめる。
以下では会話例を見ながら“May I help you?”/“Can I 
［ref.8］ “May I help you?”/“Can I help you?”/“What 
can I do for you?”/“How may I help you?”/ 
“How can I help you?”のニュアンス
① “May I help you?”
 “I（私は）you（あなたを）help（手助けしても）may（し




② “Can I help you?”
 ①の同意表現。ただし，許可の can を用いるため，
①より軽くやわらかい10）。
















⑤ “How can I help you?”




help you?”/“What can I do for you?”/“How may I help 
you?”/“How can I help you?”が用いられる状況の相違
を具体的に検証する。
［ex.10］（1）で若者は困った様子でいる老婦人に“May 






は老婦人に“May I help you?”に声をかけて，老婦人が
若者の手助けを必要としているかどうか確かめようとし




“What can I do for you?”や“How may I help you?”や“How 
can I help you?”と声をかけることは一般にない。これは
［ex.10］（1）で若者が老婦人に“What can I do for you?”








若者　：⑴ “May I help you, madam?”
 「何かお手伝いしましょうか」
老婦人：⑵ “Oh, thank you. I’m looking for the Green 
Hotel. It should be around here. Do you 




若者　：⑶ “Sure. It’s just around that corner. Just 










けてきた場合には，“What can I do for you?”“What can 
I do for you?”や“How may I help you?”や“How can 
I help you?”を使って応えることがある。





［ex.11］（2） で は 若 者 が 老 婦 人 に“How may I help 
you?”や“How can I help you?”と尋ねることも考えら








若者が“May I help you?”や“Can I help you?”と応え
ることは一般にない。これは［ex.11］（2）で若者が老婦









若者　：⑵ “Yes. What can I do for you?”
 「はい。何でしょうか」
老婦人：⑶ “Do you happen to know where the 




若者　：⑷ “It’s just around that corner. Just follow 






店員：⑴ “Hello, madam. May I help you?”
 「こんにちは，奥様。いらっしゃいませ」
客　：⑵ “Yes, please. I’m looking for this type of 
shirt in size S.”
 「はい，お願いします。このタイプの S サイズ
のシャツを探しているんです」
29
［ex.12］（1） で は 店 員 が 客 に“Hello, madam. May I 
help you?”と声をかけている。これに対して客は“Yes, 
please. I’m looking for this type of shirt in size S.”と応
えている。
［ex.12］のように百貨店で店員の方から客に声をかける
場合には，一般に“What can I do for you?”/“How may 
I help you?”/“How can I help you?”よりも“May I help 








what can I do for you?”と応えている。
［ex.13］のように百貨店で客の方から店員に声をかけた場
合には，一般に“May I help you?”/“Can I help you?”よ
りも“What can I do for you?”/“How may I help you?”/ 




ここまで論じてきた“May I help you?”/“Can I help 
you?”/“What can I do for you?”/“How may I help 













店員：⑵ “Yes, madam, what can I do for you?”
 「はい，奥様，ご用件は何でしょうか」
客　：⑶ “Thank you. Could you tell me where I can 
find the menswear department, please?”
 「ありがとう。紳士服売り場はどこにあるのか
教えていただけませんか」
①“May I help you?”/ ②“Can I help you?”は“May 





一 方， ③“What can I do for you?”/ ④“How may I 









方から客に“What can I do for you?”/“How may I help 
you?”/“How can I help you?”と声をかけることもある。
また，客の方から店員に声をかけてきた場合でも，店員が
“May I help you?”/“Can I help you?”と応えることがあ 
る。このように“May I help you?”/“Can I help you?”と 
“What can I do for you?”/“How may I help you?”/“How 








“What can I do for you?”と声をかける例である。もう
一つは，手助けを必要としていないと思われる相手に対し
て話し手の方からいきなり“What can I do for you?”と
呼びかける例である。
［ref.9］ “May I help you?”/“Can I help you?”/“What can 
I do for you?”/“How may I help you?”/“How 
can I help you?”における，手助けの必要性に
関する話し手の相違
「わかっている」 「わかっていない」
①“May I help you?” △ ○
②“Can I help you?” △ ○
③“What can I do for you?” ○ △
④“How may I help you?” ○ △
⑤“How can I help you?” ○ △
［ex.14］ Tim は雑貨店の店員，Sue は Tim の店の常連客。
Sue が Tim の店に入ってきたところ。
Tim ：⑴ “Hello, Sue. How are you doing?”
口語英語研究（9）許可の表現に関して
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［ex.14］で Tim は雑貨店の店員であり，Sue は Tim の
店の常連客である。Tim は店に入って来た Sue と挨拶を
交わしてからすぐに［ex.14］（3）で“What can I do for 
you today?”と尋ねている。
このように客が手助けを必要としているかどうかを確か















1）4）話し手の意図から考えれば，“May I have your 
autograph, please?”や［ex.2］（3）“May I have a 
glass of water, please?” は“Would you give me 
your autograph, please?”（サインしてくれませんか） 
“Would you give me a glass of water, please?”と
同じ内容を表すが，前者は後者よりも控えめで丁寧。




2）5）話し手の意図から考えれば，“May I pick you up at 
  「やあ，スー。調子はどう」
Sue ：⑵ “Not bad, thanks, Tim.”
  「悪くはないわよ，ありがとう，ティム」
Tim ：⑶ “What can I do for you today?”
  「今日は何にする？」
Sue ：⑷ “I’d like six packs of beer and a dozen 
bottles of mineral water. I wonder if you 
could deliver them for me.”
  「ビールを6パックと1ダースのミネラルウォー
ターがほしいの。届けてくれるかな」




警備員：⑴ “Excuse me, what can I do for you?”
 「すみません，何かご用ですか」
the airport?”や“May I give you a hand with your 
luggage?”は“Shall I pick you up at the airport?” 
（空港まで迎えに行きましょうか）や“Shall I give 
you a hand with your luggage?”（お荷物をお手伝
いしましょうか）と同じ内容を表すが，前者は後者







語では“Mr. Smith”のように Mr の後にピリオド
を置いて記述する。本稿ではイギリス英語の記述に
従っている。
6） “Might I ～ ?”や“Could I ～ ?”は“Can I ～ ?”と 
同じように“May I ～ ?”の同意表現になることが
あるが，かたい響きがあるため一般の会話で“May 
I ～ ?”や“Can I ～ ?”ほど多くは使われない。




（p.547）には「従来 can を，may に代わって，許可
を示すのに用いるのは誤りであるという説も見られ
ましたが，現代の口語では can が may に代わって
よく用いられていますので，こういう説もだんだん














“You can turn on the air conditioner if you want.”
のような can は，［提案］や［指示］などと分類され
ることもある。例えば，『ジーニアス英和大辞典』は
“We can［could］have a party.”“Yes, why not.”
の can を［申し出・提案］と分類している。また， 
『ジーニアス英和大辞典』は“You can do exercise 
10 for homework, everybody.”の can を［命令・指示］
と分類している。
10）11）“May I help you?”と“Can I help you?”の違い，
及び，“How may I help you?”と“How can I help 
you?”の違いは，本稿の第 3 章で論じている“May 
I ～ ?”と“Can I ～ ?”の違いに等しい。
12） ［ex.14］（3）のような状況では店員が客に“What 
can I do for you?”と声をかけることはあるが，“How 
31
may I help you?”や“How can I help you?”と声
をかけることは普通考えにくい。なぜなら，この 2




人物に“How may I help you?”や“How can I help 
you?”と呼びかけることもある。これらも“What 
can I do for you?”と同じように「用がないなら，
出て行け」という意味の皮肉を込めた警告になる。
この 2 つはかたい表現であるため“What can I do 
for you?”ほどきつい響きはない。ただし丁寧な言
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